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積雪寒冷地における自動運転を可能とするには車両への路面μセンサの搭載が必須とな
る．本研究室ではこれまで汎用近赤外カメラおよび光源による研究によって路面判別
はもとより，凍結路面μの定量計測にも可能性を見出している．本計測では特定の波長
のみの使用で良いため，その波長帯に特化したランプ，カメラ，および画像処理シス
テムの開発が望まれる．
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先進安全自動車（ASV）には様々なセンサが適用されてい
るが，路面の滑りやすさを計測するμセンサは未開発であ
る．右上図のような近赤外カメラと光源によってドライ，
ウエット，およびアイスの各種路面判別を可能とする解析
手法を構築した．さらに近赤外波長のうち1300〜1500nm
の波長を選択すると，右下図に示すように凍結路面μの定
量計測の可能性も見えてきた．
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